
地域おこし協⼒隊サポーターズ⿅児島について
◆活動内容
１.地域おこし協⼒隊受⼊⾃治体に対する導⼊及び伴⾛⽀援事業
→市町村より単年度ごとに受託
２.地域おこし協⼒隊の活動・定着⽀援事業
→県より隊員や⾏政向けの各種研修会、起業・就業に向けた研修会事業を受託
３.地域おこし協⼒隊の相談⽀援
→県より相談窓⼝業務を受託
４.プッシュ型⽀援（現地を訪問しての相談⽀援）
→県より相談窓⼝業務を受託
５.県内優良事例調査、OBOGパートナーとの連携・協⼒体制構築
→⾃主事業として企画。令和３年度より実施。

◆組織の⽬的
１.協⼒隊関係者同⼠の相談体制の構築
２.選ばれる⾃治体を増やすノウハウの蓄積と共有
３.受け⼊れ先⾃治体担当者を⽀援
４.任期終了後の出⼝づくりを⽀援
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関係者毎の役割、サポート範囲について

制度設計 募集/採用時 1年目 2年目 3年目 任期終了後

協力隊

・自治体毎の募集要綱
のチェック 
・お試し協力隊に応募
してみる 
・実際に地域に行って
みる

【地域を知る】 
地域活動：70% 
個人活動：30%

【任期終了後を
意識した活動】 
地域活動：50% 
個人活動：50%

【任期終了後を
見据えた活動】 
地域活動：30% 
個人活動：70%

・創業 
・就業 
・関係人口

自治体
任期終了後を意
識した制度づく
り ・お試し協力隊の受

け入れ 
・募集要綱の明確化 
・採用面接

・予算などオリエンテーション 
・研修会情報など、隊員への情報共有 
・隊員の状況に合わせた年度毎の予算見直し 
・定期的な報告会、連絡会の開催 
・出口づくりの支援（起業補助金、委託業務） 
・地域住民への紹介など

OBOGとして協
力関係を構築

受入地域/
団体

受け入れ先とし
て手あげ

地域で活躍し続
ける為の末永い
サポート

地域おこし
協力隊サポ
ーターズ鹿
児島

制度づくりのコ
ンサルティング

募集業務の委託
支援

隊員や担当職員
のネットワーク
づくり研修

実践型セミナ
ー・起業塾等の
開催

任期終了後の出
口づくりに向け
た支援

自治体を越えた
事業連携の支援

定住に向けた支援

 X

◆関係者ごとの役割と⽀援内容



◆令和３年度活動実績
１.活動・定着⽀援事業(令和３年度⿅児島県地域おこし協⼒隊⽀援業務委託)
・令和３年度⿅児島県地域おこし協⼒隊初任者研修（オンライン開催）
・令和３年度第⼀回⿅児島県地域おこし協⼒隊ステップアップ研修全２回（オンライン開催）
・令和３年度⿅児島県地域おこし協⼒隊起業⽀援セミナー全４回（対⾯＆オンラインハイブリッド開催）
・Kagompass（カゴンパス）（令和３年度⿅児島県地域おこし協⼒隊就業・事業承継セミナー（オンライン開催））
・令和３年度⿅児島県地域おこし協⼒隊⾏政担当者向け研修（オンライン開催）

２.相談⽀援及びプッシュ型⽀援(令和３年度⿅児島県地域おこし協⼒隊⽀援業務委託)
・年間３０件以上の電話やメールでの相談対応を実施。
・「⿅児島県地域おこし協⼒隊実態把握調査」に同⾏し、４⾃治体を訪問。
・３⾃治体（いちき串⽊野市、南さつま市、さつま町）のプッシュ型
（現地訪問）⽀援を実施。

３.導⼊及び伴⾛⽀援事業（市町村より個別受託）
・さつま町の令和４年度の隊員採⽤に向けた募集⽀援の業務委託を受け実施。
・南さつま市の令和４年度隊員受⼊地域向けの制度説明会を実施。

４.県内優良事例調査、OBOGパートナーとの連携・協⼒体制構築（⾃主事業）
・県内優良事例の訪問調査及び、隊員との交流会を実施（伊佐市）
・広⼤な県⼟において顔の⾒える相談体制を構築すべく、隊員⽀援に協⼒的なOBOGを対象にサポーターズの
カウンターパートとして位置付け、⽇々の相談対応・研修講師等で連携し協⼒し合う体制を構築。
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地域おこし協⼒隊サポーターズ⿅児島について

起業⽀援セミナーの⾵景 ステップアップ研修の⾵景

Kagompassの⾵景

さつま町の隊員募集記事作成

初任者研修の講義⾵景
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地域おこし協⼒隊サポーターズ⿅児島 運営メンバー及びOBOGパートナー
【地域おこし協⼒隊サポーターズ⿅児島】
代表︓吉村（総務省地域おこし協⼒隊サポートデスク専⾨相談員、⽇置市隊員OB）
副代表︓加藤（NPO法⼈頴娃おこそ会 副理事⻑、隊員受け⼊れ団体）
理事︓有村（⽇置市吹上⽀所⻑） ⽯川（株式会社まちの灯台阿久根 代表取締役、阿久根市隊員OB）

中野（⼤崎町企画調整課⻑） 蔵元（株式会社オコソコ 代表取締役、南九州市隊員OB）
⽊場（いちき串⽊野市ｼﾃｨｾｰﾙｽ課係⻑） 村上（⼀般社団法⼈Eʼmore秋名 代表理事、⿓郷町隊員OB）
下⻨（さつま町商⼯観光PR課主査） 有⽊（NPO法⼈⾵と⼟の学び舎 事務局、南⼤隅町隊員OG）

サポートメンバー︓⼩林（いちき串⽊野市隊員OB）、益⽥（⻑島町隊員OB）、⾼市（伊佐市隊員OG）、
林（伊佐市隊員OB）、江藤（曽於市隊員OB）、⼭⽥（東串良町隊員OB）、⼭中（錦江町隊員OB）、
⽥川（志布志市隊員OB）、湯⽬(由)（中種⼦町隊員）、川⼝（徳之島町隊員OB）、
佐藤（与論町隊員OB）、浅尾（宇検村隊員OG）、原本（南九州市隊員）

※サポートメンバーとは、理事とは別に隊員・職員の⾝近な相談相⼿となるメンバー。電話・メール・対⾯・オンライン
など、直接相談をすることも可能です。

顧問(アドバイザー)︓⻄塔（合作株式会社取締役、慶応義塾⼤学SFC研究所 上席研究員）
藤井（総務省地域おこし協⼒隊サポートデスク専⾨相談員、岡⼭県地域おこし協⼒隊ネットワーク）


